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[委員会意見]

調査事件２（１２）福島町の地域ブランド化システム作りについて

（平成 24 年 5 月 21 日調査）

本調査は、町のブランド化の取り組み状況の確認及び今後の地域ブランド

化に向けた考え方を調査したものであり、その調査結果の内容は次のとおりで

ある。

【意見交換の結果】

町の地域ブランド化に対する基本的な考え方は、特産品開発に意欲のある事

業者への支援を中心としたものとなっている。その主なものは、まぐろ、キタ

ムラサキウニ塩水パック、スルメ、千軒そば、黒米である。しかし、一方では

各生産者が独自に誇れる製品づくりをしている状況もある。また、最近では地

域ブランド化を戦略的に進めている自治体もあり、「地域ブランド化推進計画」

を策定し、ブランド化に対する基本理念及び基本方針を定め、地場産品等を評

価し、流通・販売に関する支援活動を積極的に行うことで生産者をはじめ加工

業者等が意欲的に事業展開できるように協力体制の強化を図っている事例も見

受けられる。このような状況からも、従来の地場産業開発研究会を中心とした

特産品の開発・ブランド化の取り組みを見直す時期にあるものと考える。

以上から、庁内体制も含め既存組織の活用・再編を検討のうえ、地域ブラン

ド化をこれまで以上に機動的にスピード感を持って進めるための体制整備を早

急に構築し、町の魅力向上と地域活性化に繋げる取り組みに強く期待するもの

である。


